


丸山副会長閉会挨拶 荒井副会長の受彰者報告 本橋副会長事業報告新井監事の監査報告 森副会長開会挨拶

小林練馬区議会議長の挨拶 鈴木練馬都税事務所長の挨拶 前川練馬区長の挨拶
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3

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
平
成
三
十
年
度

	

全
法
連
功
労
者
表
彰
（
全
法
連
表
彰
）

	

副
会
長　

荒
井　

秋
海	

（
株
）オ
オ
ツ
カ

	

監　
　

事　

新
井　

友
和	

（
株
）ア
ラ
イ
建
物
管
理

◎
平
成
三
十
年
度

　

永
年
勤
続
役
職
員
功
労
者
表
彰

　
（
東
法
連
表
彰
）

	

理　
　

事　

髙
橋　

佳
子	 

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

	

理　
　

事　

鈴
木　

昌
一	

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

	

理　
　

事　

山
下　

嘉
正	

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

◎
平
成
二
十
九
年
度

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
東
法
連
表
彰
）

	

理　
　

事　

矢
花　

伸
之		

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

	

理　
　

事　

小
池　

道
子		

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

		

副
地
区
長　

野
田　

兼
惟		

（
有
）野
田
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

◎
第
七
回
総
会
会
長
表
彰
者

	

平
成
二
十
九
年
度
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

	

理　
　

事　

藤
島　

秀
憲 

藤
島
建
設（
株
）

 

平
成
三
十
年 

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

駅前清掃功労者の皆様会長表彰・会員増強功労者の皆様全法連・永年勤続役職員
・会員増強功労者の皆様

池田練馬西税務副署長挨拶 髙橋会長の挨拶

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
第
七
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
沢
山
の
皆
様
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
ご
多
用
の
中
、
練
馬
西
税
務
副
署
長　

池
田
誠
様
、
東
京
都
練
馬

都
税
事
務
所
長　

鈴
木
秀
章
様
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
ご
臨
席
戴
き
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
国
日
本
が
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
於
い
て
史
上
最
高
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
私
た
ち
の
国
、
政
治
に
お
い
て
は
森
友
問
題
、

加
計
問
題
そ
し
て
公
文
書
の
偽
装
な
ど
、
様
々
な
形
で
政
治
を
混
乱
さ
せ
て
い
ま
す
。

経
済
に
お
い
て
も
、
経
済
の
回
復
帰
兆
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
、
私
た
ち
に
実
感
と

し
て
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
ど
も
練
馬
西
法
人
会
は
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
東
京
都
公
益
認

定
委
員
会
の
二
度
目
の
立
入
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
多
少
の
修
正
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
お
蔭
様
で
二
回
目
の
免
許
の
更
新
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
、
副
会
長
・
常

任
理
事
・
理
事
皆
様
と
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
総
会
に
て
決
議
さ
れ
た
事
業
に
則
り
、
我
々
は
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

滞
り
な
く
実
行
で
き
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
年
度
当
初
、
三
つ
の
方
針
を
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
会
員
の
顔

の
見
え
る
法
人
会
に
し
た
い
、
二
つ
目
は
広
報
力
の
強
化
、
三
つ
目
は
各
部
門
の
強
化
、
各

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
率
先
し
て
こ
の
問
題
に
取
組
ん
で
頂
き
ま
し
て
、
あ
る
程
度
の
成
果

が
収
め
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
、
私
は
こ
の
三
つ
の
方
針
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
成
果
を
収
め
る
た
め
の
重
点
施

策
に
支
部
の
強
化
を
一
つ
付
け
加
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は

税
務
協
力
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
中
心
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
私
ど
も
は
七
つ
の
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
ち
、
地
域
の
ま
と
ま
り
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
言
っ
た
意
味
で
、
私
は
支
部
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
支
部
の
懇
親
を
深
め
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
法
人
会
が
地
域
の
町
内
会
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
も
な

り
、
支
部
の
強
化
に
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
施
策
は
、
担
当
役
員
か
ら
指
示
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ご
臨
席
頂

い
て
い
る
皆
様
方
に
於
い
て
も
、
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
会
長
と
し
て
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

我
々
は
法
人
会
と
い
う
も
の
を
よ
り
良
く
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
練
馬
西
法
人
会

会
員
一
人
一
人
が
会
員
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
満
足
感
を
築
け
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
未
加
入
法
人
会
の
方
々
が
是
非
私
た
ち
の
練
馬
西
法
人
会
に
入
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
会

を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
企
業
の
発
展
、
練
馬
西
法
人
会
の
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ

と
を
祈
念
し
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
七
回
通
常
総
会
会
長
挨
拶

公
益
社
団
法
人 

練
馬
西
法
人
会 

会
長 

髙
橋 

利
充 

第 7 回 通常総会開催
　平成30年６月14日（木）練馬区立勤労福祉会館に於いて第７回通常総会が開
催され、池田練馬西税務副署長他、多くの来賓及び会員のご出席を頂きました。
　総会は、初めに平成29年度事業・収支決算報告及び監査報告の件について
審議、承認され新監事の選出が可決されました。
　その後、30年度の事業計画・収支予算について報告がありました。第二部とし
て、感謝状・記念品の贈呈、ご来賓からのご祝辞を頂きました。
　懇談会では、前川練馬区長のご祝辞を頂いた後、来賓と会員との和やかな懇
談の場となり、約150名の方々が参加されました。

代表として感謝状贈呈

	

第
一
支
部　

	

副
地
区
長　

吉
沼　

英
之 

（
有
）吉
沼
建
商

	

第
二
支
部　

	

副
地
区
長　

田
村　

壽
章 

（
有
）田
村
企
画

	

第
二
支
部　

	

副
地
区
長　

山
田 

カ
ネ
子 

（
株
）山
田
工
務
店

	

第
三
支
部　

	

常
任
理
事　

小
松　

隆
浩 

小
松
電
気
工
事（
株
）

	

第
四
支
部	

常
任
理
事　

浅
井 

洋
一
郎 

（
株
）佃　

屋

	

第
四
支
部　

	　
　
　
　
　

福
本　

麗
子 

大
同
生
命

	

第
五
支
部	

理　
　

事　

鈴
木　

昌
一 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

	

第
七
支
部　

	

理　
　

事　

柏
崎　

 

強   

（
株
）か
し
わ
ざ
き

◎
第
七
回
総
会
会
長
表
彰
者

　
（
駅
前
清
掃
功
労
感
謝
状
）

	

第
一
支
部　

金
子　

晶
子 

S
M
B
C
日
興
証
券（
株
）大
泉
支
店	

	

第
一
支
部	

石
黒　

達
男 

石
黒
た
つ
お
事
務
所

	

第
一
支
部　

高
松 

さ
と
し	

高
松
さ
と
し
事
務
所

	

第
三
支
部　

本
橋　

芳
一 

（
有
）彩　

食

	

第
三
支
部　

小
松　

律
子 

蕪
嶋
食
品

	

第
四
支
部　

笹
原 

ち
か
ゑ 

（
有
）笹
原
電
気
工
事

	

第
四
支
部　

松
野 

津
弥
子 

（
株
）松
野
設
備

	

第
四
支
部　

秋
田　

丈
人 

（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田
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平成29年度収支決算書及び
平成30年度収支予算書 平成30年度事業計画

平成 30 年度 事業計画

賀詞交歓会

簿記研修会閉講式

チャリティゴルフ大会

支部研修会

女性部会秋季研修会

青年部会野外研修会

源泉部会合同研修会

本 部 事 業
税金○×クイズと映画鑑賞 8月25日（土） 石神井区民交流センター

役員合同研修会 9月28日（金） 勤労福祉会館

税務合同研修会 10月26日（金） 大泉学園ゆめりあホール

税制研修会 11月26日（月） 勤労福祉会館

賀詞交歓会 平成31年1月22日（火） ホテルカデンツア光が丘

同 好 会
ゴルフ同好会 地域交流ﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ大会 10月5日 （金）美里ロイヤルゴルフクラブ

協 賛 事 業
簿記３級初級講座（終了） 4月８日（日）～５月27日（日）（計６回） 法人会　会議室

年末調整説明会
11月6日 （火）午前午後 関区民ホール

11月8日 （木）午前午後 大泉学園ゆめりあホール

支 部 事 業
１支部研修会（終了） 6月25日（月） 勤労福祉会館

２支部研修会（終了） 6月25日（月） 勤労福祉会館

３支部研修会 10月2日（火）きらぼし銀行 上石神井北支店

４支部研修会（終了） 7月27日（金） 東京信用金庫 武蔵関支店

５支部研修会（終了） 6月25日（月） 勤労福祉会館

６支部研修会 9月14日（金） 西武信用金庫 大泉支店

７支部研修会 平成31年2月6日（水） 大泉地域集会所

女 性 部 会 事 業
野外研修会（終了） 5月23日（水） 茨城：メロン狩り

秋季研修会 10月17日（水） 勤労福祉会館

絵はがきｺﾝｸｰﾙ表彰式 平成31年1月30日（水） 勤労福祉会館

青 年 部 会 事 業
野外研修会（終了） 7月1日（日） 横須賀長井海の手公園

租税教室 11月～平成31年２月 区内小学校

献血大会 11月16日（金） 練馬西税務署駐車場内

秋季研修会 9月7日（金） OZバンケットホール

源 泉 部 会 事 業

研修会

6月22日 （金） 練馬西税務署

8月23日（木）税制委員会との合同研修会 勤労福祉会館

9月27日 （木） 勤労福祉会館

11月2日 （金） 練馬西税務署

12月14日 （金） 練馬西税務署

平成31年2月8日 （金） 勤労福祉会館

平成29年度　収支決算書

平成30年度　収支予算書

自　平成29年4月  1日
至　平成30年3月31日（単位：円）

自　平成30年4月  1日
至　平成31年3月31日（単位：円）

事業活動収支の部

2.事業活動支出

経常増減の部

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

1. 事業活動収入

（１）基本財産運用益 - - -

（２）特定資産運用益 1,500 1,110 390 

（３）受取会費 19,500,000 19,724,850 -224,850 

（４）事業収益 4,939,900 4,505,301 434,599 

（５）受取補助金等 11,642,600 11,562,600 80,000 

（６）受取負担金 1,844,000 611,390 1,232,610 

（７）受取寄付金 0 0 

（８）雑収益 385,000 154,040 230,960 

経常収益計 38,313,000 36,559,291 1,753,709 

（１）税の知識の普及を目的とする事業 8,475,340 8,059,386 415,954 

（２）納税意識の高揚を目的とする事業 5,887,846 5,626,364 261,482 

（３）税制・税務に関する調査研究、提言目的事業 1,642,280 1,520,639 121,641 

（４）地域企業の健全な発展に資する事業 2,364,162 3,355,011 -990,849 

（５）地域社会への貢献を目的とする事業 4,189,168 4,256,518 -67,350 

（６）会員の福利厚生等に資する事業 1,334,131 1,418,824 -84,693 

（７）会員の交流等に資する事業 10,058,959 7,011,755 3,047,204 

（８）管理費 4,361,114 5,622,735 -1,261,621 

事業活動支出計 38,313,000 36,871,232 1,441,768 

事業活動収支差額 0 -311,941 311,941 

経
常
収
益

科　　目 H30 年度予算 H29 年度予算 差　額 備　考

（１）特定資産運用益 2,000 1,500 500 

（２）受取会費 20,647,200 19,500,000 1,147,200 

（３）事業収益 1,300,000 4,939,900 -3,639,900 

（４）受取補助金等 11,675,200 11,642,600 32,600 

（５）受取負担金 5,475,500 1,844,000 3,631,500 

（６）雑収益 333,000 385,000 -52,000 

経常収益計（Ａ） 39,432,900 38,313,000 1,119,900 

経
常
費
用

科　　目 H30 年度予算 H29 年度予算 差　額 備　考

（１）公益目的事業 22,525,070 22,558,796 -33,726 

（２）収益事業等 12,155,630 11,393,090 762,540 
（３）管理費 4,745,200 4,361,114 384,086 

経常費用計（Ｂ） 39,425,900 38,313,000 1,112,900 
当期経常増減額（A）－（Ｂ） 7,000 0 7,000 



山下 昭博
署長 

柄川 弘一
副署長

山本 昌司
法人２統括官
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

練
馬
西
税
務
署
長

　

 

山
下　

昭
博

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法

人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
七
月
の
人
事
異
動
で
東
京
国
税
局

調
査
第
四
部
か
ら
参
り
ま
し
た
山
下
で
ご

ざ
い
ま
す
。
前
任
の
平
川
署
長
同
様
ご
高

配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正
し
い
税

知
識
の
普
及
と
税
の
啓
発
活
動
や
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
事
業
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
昨
年
は
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
二
十
一
校
に
及
ぶ

租
税
教
室
の
実
施
や
、
五
二
二
作
品
も
の

応
募
が
あ
っ
た
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
納
税
意
識
の
向
上
を
図
る

上
で
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お

り
、
貴
会
の
皆
様
の
こ
う
し
た
ご
尽
力
に

対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
社
会
の
国
際
化
、
広
域
化
、

高
度
情
報
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
私
ど
も
税
務
署
は
、

「
適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
」
に
努
め

る
と
と
も
に
、
法
律
の
改
正
等
に
つ
い
て

は
、
広
報
や
相
談
に
十
分
応
じ
ら
れ
る
体

制
を
と
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
信
頼
を
得

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
、
来
年
十
月
か
ら
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
軽
減
税
率
制
度
が
導
入

さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
二
〇
二
三
年
十
月
か

ら
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
あ

る
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
始
ま
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
多
数
の
事
業
者
や

納
税
者
の
方
々
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

◆
◆
◆ 

着
任
の
ご
挨
拶 

◆
◆
◆

新幹部職員紹介

練馬西税務署（新旧）幹部職員名簿
平成30年7月10日発令

職　　名
新　任　者 前　任　者

氏　名 前　任　地 氏　名 転　出　先

署　　　長 山下　昭博 局　調査四部 統括調査官 平川　伸一 ご勇退

副　署　長 柄川　弘一 日本橋 総務課　課長 池田　誠 大阪国税
不服審判所 副審判官

総 務 課 長 河村　真紀 留　任 河村　真紀 留　任

総務課長補佐 武田　俊一 留　任 武田　俊一 留　任 　

法人1 統括官 村上　一義 留　任 村上　一義 留　任

法人 2 統括官 山本　昌司 局　査察部 査察 23　主査 武富　靖 保土ヶ谷 法人３　統括官

法人 3 統括官 佐々木　実 留　任 佐々木　実 留　任 　

法人1上席（審理） 河合　孝幸 留　任 河合　孝幸 留　任

法人1上席（源泉） 小野田 裕紀 八王子 法人２　上席 花房　聡子 四　谷 法人３　上席

な
り
、
制
度
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
、
周
知
・
広
報
活
動
が
よ
り
一
層
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
貴
会
と
の
連
携
・
協
調
が
、

よ
り
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
理

解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
練
馬

西
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
方
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

地
元
に
根
付
い
た
、
お
店
を
! 

　

当
店
は
昭
和
四
十
七
年
に
、
大
泉
町
で
開
店
い

た
し
ま
し
た
。
三
年
程
で
、
大
泉
学
園
に
移
り
こ

の
地
で
四
十
年
以
上
和
菓
子
屋
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
暖

か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。「
栄
泉
」
と
言
う
名
前
は
、
先
代
の
名
前

が「
栄
一
」
の
栄
。
そ
し
て
、「
大
泉
」
の
泉
を
合

わ
せ
、「
栄
泉
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
代
か
ら
始
ま
っ
た「
栄
泉
」
は
、
茶
饅
頭
、
団

子
、
大
福
な
ど
を
販
売
し
、
中
で
も
カ
ス
テ
ラ
は
、

全
国
菓
子
博

覧
会
で
会
長

賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
、

お
客
様
が
言

わ
れ
る
事
は
、

「
練
馬
の
お
土

産
に
な
る
も

の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
声
を
頂
き
、
そ
こ

で
全
国
で
も
有
名
な
練
馬
大
根
の
お
菓
子
を
作
ろ

う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て「
大
根
最
中
」
の

商
標
登
録
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
大
納
言
潰
し

餡
、
白
餡
の
二
種
類
を
作
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

十
月
～
五
月
ま
で
、
大
根
入
り
最
中
の
販
売
も
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
中
を
作
る
時
は
、
上
手
く
い
か
ず
、
大
変
だ
っ

た
と
聞
き
ま
す
。
最
中
の
形
や
、
大
き
さ
は
ど
う

す
る
？
パ
ッ
ケ
ー
ジ
袋
は
ど
う
い
っ
た
形
が
い
い

か
！
等
々
、
思
考
錯
誤
の
末
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
、
練
馬
大
根
に
関
す
る
和
菓
子
を
幾

つ
か
作
っ
て
き
ま
し
た
。
饅
頭
、
羊
羹
、
洋
菓
子

屋
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
た
、ク
ッ
キ
ー
等
。
最
近
で
は
、

練
馬
産
の「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」「
栗
」
な
ど
も
使
っ
た

お
菓
子
も
季
節
限
定
で
す
が
、
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
に
、
笑
顔
で
美
味
し
か
っ
た
で
す
と
言

わ
れ
る
事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、

練
馬
産
の
果
物
、
野
菜
等
あ
り
ま
す
の
で
微
力
な

が
ら
、
練
馬
も
宣
伝
し
つ
つ
、
一
緒
に
大
き
く
な

れ
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
一
番
に
相
談
さ
れ
る
金
融
機

関
を
目
指
し
て 

　

当
支
店
は
昭
和
六
十
一
年
に
開
店
し
、
現
在
の

練
馬
区
と
新
座
市
と
の
境
界
で
あ
り
ま
す
大
泉
学

園
町
七
丁
目
で
三
十
一
年
間
以
上
、
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
歩
ん
で
お

り
ま
す
。

　

東
京
信
用
金
庫
で

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
で
あ
る「
定
期
積
金

を
中
心
と
し
た
営
業

活
動
」
と「
積
極
的
か

つ
柔
軟
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
融
資
対
応
」

を
推
進
し
、
お
客
様

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
多
く
の
ご
相
談
を

承
る
の
は
、
ご
自
宅
の
購
入
や
教
育
資
金
・
老
後
資

金
の
準
備
、
相
続
対
策
、
ご
事
業
に
関
わ
る
事
業

資
金
の
調
達
方
法
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
お
金
に
関
わ
る
様
々
な

問
題
が
発
生
し
た
際
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
当
金
庫

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
店
の
中
で
言
い
に
く
い

事
や
落
ち
着
い
て
お
話
さ
れ
た
い
お
客
様
は
お
電

話
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
そ
の
後
直
接
ご
自
宅
や

事
務
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
を
含

め
、
当
金
庫
の
営
業
担
当
が
誠
心
誠
意
お
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
信
用
金
庫
で
は
本
業
支
援
・
事
業
再

生
支
援
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
し
て
、
そ

の
一
環
と
し
て
昨
年
に「
事
業
支
援
室
」
を
新
設
い

た
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
診
断
士
の
有
資
格
者
を

配
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で

一
番
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な「
最
も
身
近

で
、
最
も
頼
り
に
さ
れ
る
金
融
機
関
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

創
業
の
地
練
馬

　

皆
様
、い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

お
ー
い
お
茶
の
伊
藤
園
で
す
。

　

株
式
会
社
伊
藤
園
は
昭
和
四
十
四
年
五
月
に
練

馬
区
大
泉
学
園
に
て
本
社
を
創
業
し
ま
し
た
。
皆

様
の
中
に
は
、
創
業
時
の
伊
藤
園
を
ご
存
知
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
渋
谷
区
に

本
社
は
移
転
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
南
田

中
に
練
馬
支
店
と
し
て
、
練
馬
区
の
地
に
伊
藤
園

は
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
主
に
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
と
言

う
、
ド
リ
ン
ク
カ
ー
で
一
件
一
件
社
員
が
訪
問
し
、

お
客
様
と
直
接
商
談
し
、

商
品
を
納
め
る
こ
と
が

日
々
の
業
務
と
な
り
ま

す
。
自
動
販
売
機
も
同

様
に
訪
問
、納
品
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
販
売
品

目
は
飲
料
全
般
、
お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
、
麦
茶
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
等
、
茶
葉

や
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
、
顆

粒
茶
な
ど
、
多
分
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
に
で
お

見
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
一
度

御
賞
味
下
さ
い
。

　

お
茶
は
日
本
の
伝
統
的
な
飲
料
で
、
私
た
ち
は
、

お
茶
の
文
化
の
継
承
と
し
て
、
お
茶
の
美
味
し
い
入

れ
方
を
体
験
で
き
る
お
茶
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
伊
藤
園
社
員
で
テ
ィ
ー
テ
イ
ス

タ
ー
と
い
う
資
格
を
持
つ
者
が
、
講
義
と
実
技
を

皆
様
に
提
供
し
、
急
須
で
美
味
し
く
入
れ
る
方
法

を
習
得
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
商
売
の
他
に
も
地
域
の
皆
様
に
お

茶
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

で
も
、
今
で
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
小
学
生
だ
っ
た
女
の
子
、
今
で

は
結
婚
し
子
ど
も
を
連
れ
て
来
て
い
ま
す
。

　

若
い
職
人
の
男
の
子
や
、
独
立
し
た
社
長
さ
ん

が
社
員
を
連
れ
て
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

近
所
の
方
々
い
つ
し
か
常
連
と
な
り
和
気
あ
い

あ
い
。

　

そ
ん
な
ほ
っ
と
す
る
場
所
と
し
て
こ
こ
に
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

体
が
続
く
ま
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

街
の
オ
ア
シ
ス

　

開
業
し
て
、
二
十
三
年
間
と
い
う
月
日
が
た
ち

ま
し
た
。

　

地
元
で
生
ま
れ
育
ち
結
婚
・
子
育
て
、
こ
の
町
だ

か
ら
お
店
を
続
け
て
い
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
十
歳
で
、
調
理
の
道
に
入
り
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ

リ
ア
店
で
修
行
を
致
し
ま
し
た
。

　

三
十
歳
で
、
今
の
店「
居
酒
屋
」を
開
業
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
、
閑
静
な
住
宅
街
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る
お

店
。
当
初
は
、
本
当
に
お
客
様
が
来
て
く
れ
る
か
心

配
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
立
地
と
い
う
事
で
全
て
洋
食
主
体
で
、

や
っ
て
い
け
る
の
か
。

　

こ
の
町
は
、
職
人
さ
ん
や
比
較
的
に
年
齢
の
高

い
方
が
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
寄
っ
て
下
さ

る
に
は
、
日
本
食
を
主

に
し
洋
食
を
お
さ
え

つ
つ
こ
こ
で
し
か
な

い
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
こ
で
、
ま
さ
か

「
焼
き
鳥
」
を
焼
く
と

は
、
自
分
で
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

街のオアシス「居酒屋 遊・遊」

南田中の練馬支店

有
限
会
社 

栄
泉

店
主  

佐
藤
　
洋
一

大泉学園町 1-12-2
電話 03-3924-8499

第 6 支部

居
酒
屋
　
遊
・
遊

店
主飯窪

　
勝

大泉町 4-20-8
電話 03-5905-2057

第 7 支部

株
式
会
社
伊
藤
園 

練
馬
支
店

支
店
長  

中
尾
　
景
一

南田中 4-9-25
電話 03-5393-5211

第 7 支部

東
京
信
用
金
庫 

大
泉
支
店

支
店
長  

村
野
　
孝
介

大泉学園町 7-16-21
電話 03-3978-8011

第 6 支部

地元の野菜や果物をお菓子に

頼りにされる金融機関を目指して
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支部・部会・委員会
活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

支
部
・
部
会
・
委
員
会 

活
動
報
告　

2018.5.8

〜2018.7.27	

　

源泉部会 野外研修会　

日時　30年5月8日（火）
場所　高麗神社・聖天院・五十嵐酒造
　　　サイボクハム
人数　24名

簿記研修会 閉講式

簿記修了証書授与

青年部会 バス研修会

3 支部 バス研修会

わんぱく相撲源泉部会 開講式

拡大厚生連絡協議会2 支部 青少年育成野球大会

日時　30年5月20日（日）
場所　光が丘体育館
人数　青年部会7名

日時　30年5月29日（火）
場所　勤労福祉会館
人数　47名

日時　30年7月15日（日）
場所　上石神井北小学校

日時　30年6月9日（土）
場所　大泉学園・石神井公園・
　　　上石神井・武蔵関の4駅前
人数　77名

女性部会 バス研修会1・2・5 支部合同研修会

公益事業委員会 駅前清掃4 支部 研修会

日時　30年5月23日（水）
場所　茨城大洗方面
　　  （めんたいパーク・フォーレスパーク）
人数　23名

日時　30年6月25日（月）
場所　勤労福祉会館
人数　110名

日時　30年7月1日（日）
場所　横須賀長井海の手公園 ソレイユの丘
人数　33名

めんたいパーク

日本酒の製造工程見学

講師の坂上順様

太陽の下で記念撮影

少年野球大会 開会式

参加した女性部の皆さん

駅前清掃に参加した皆さん

高麗神社前にて

青年部会の皆さん

1.2.5 支部の支部長

井口委員長の挨拶

日時　30年5月27日（日）
場所　練馬西法人会 事務局
人数　22名

日時　30年6月22日（金）
場所　練馬西税務署 2階会議室
人数　23名

日時　30年6月20日（水）
場所　藤子F不二雄ミュージアム・
　　　岡本太郎記念館・深大寺
人数　20名

日時　30年7月27日（金）
場所　東京信用金庫
　　　武蔵関支店3階会議室
人数　50名

浅井源泉部会長池田副署長の挨拶

河合上席調査官の講演

能面の説明を受ける皆さん

藤子Ｆ不二雄ミュージアムにて

詳しい情報はホームページをご覧ください。
www.nerimanishi-houjinkai.or.jp

練馬西法人会 検索
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税理士会ニュース
練馬都税事務所からのお知らせお知らせ

編
集
後
記

　

　

今
年
の
夏
は
、
六
月
の
梅
雨
明
け
宣
言
・
西
日
本
豪
雨

災
害
・
四
十
℃
を
超
え
る
連
日
の
酷
暑
・
逆
走
し
た
台
風

の
襲
来
な
ど
の
異
常
気
象
、
記
録
上
始
め
て
の
事
が
頻
繁

に
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
新
し
た
「
情
報
誌　

い
ず
み
」
も
二
号
目

一
一
一
号
（
夏
号
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
表
紙
も
会
員
企

業
の
「
働
く
女
性
」
を
テ
ー
マ
に
掲
載
し
て
行
き
ま
す
。
そ

の
他
内
容
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
親
し
み
の
あ
る
情
報
誌

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
練
馬
西
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
迅
速
な
広
報

を
目
指
し
、
刷
新
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
広
報
活

動
を
よ
り
活
発
に
「
情
報
誌　

い
ず
み
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
副
委
員
長　

矢
花　

伸
之

第 111 号
発行日

平成30年8月20日

発行所	 公益社団法人
	 練馬西法人会

東京都練馬区東大泉6-47-15

電　話	 03（3923）7272
F A X	 03（3923）7285
eメール：nerimani@a1.mbn.or.jp
 http://www.nerimanishi-

houjinkai.or.jp
発行責任者	 髙橋　利充
編集責任者	 荒井　秋海

本誌は、環境にやさしい再生紙・大豆油
インクを使用しております。

■新設法人説明会
平成30年11月28日（水）
平成31年2月20日（水）
時間：午後 1 時 30 分～午後 4 時
場所：（公社）練馬西法人会事務局

平成30年度 決算法人説明会及び新設法人説明会

■決算法人説明会
平成30年9月26日（水）
平成30年10月24日（水）
平成30年11月21日（水）
平成31年1月23日（水）
平成31年3月下旬予定
時間：午後 1時 30 分～午後 4 時
会場：（公社）練馬西税務署 2 階大会議室

※詳細は、後日案内させていただきます。

※賛は賛助会員です。

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
の
導
入
に
伴
い
、
次

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
法
人
税
に
お
け
る
収
益
認
識
等
に
つ
い
て
、
収
益
認

識
時
の
価
額
及
び
収
益
の
認
識
時
期
に
つ
い
て
法
令

上
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。

②
返
品
調
整
引
当
金
制
度
及
び
延
払
基
準（
長
期
割
賦

販
売
等
）が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

実
務
上
留
意
す
べ
き
は
、
長
期
割
賦
販
売
等
の
延
払

基
準
の
廃
止
で
す
。
改
正
前
は
、
長
期
割
賦
販
売
等
に
該

当
す
る
資
産
の
販
売
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
産
の
販

売
に
係
る
収
益
の
額
及
び
費
用
の
額
に
つ
い
て
、
そ
の

目
的
物
又
は
役
務
の
引
渡
し
等
を
行
っ
た
事
業
年
度
以

後
に
延
払
基
準
の
方
法
に
よ
り
経
理
し
た
と
き
は
、
当

該
各
事
業
年
度
の
益
金
の
額
及
損
金
の
額
に
算
入
す

る
。
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
改
正
後
は
延
払
基
準
を
適
用
し
て
い
る
法
人

に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
も
益
金
の
認
識
基
準
が
早
く
な

る
こ
と
と
な
り
、
実
際
に
代
金
が
入
金
さ
れ
る
よ
り
も

前
の
段
階
で
課
税
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
過
措
置
と
し
て
平
成
三
十
年
四
月
一
日
前
に
長
期

割
賦
販
売
等
に
該
当
す
る
資
産
の
販
売
等
を
行
っ
た
法

人
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

開
始
す
る
事
業
年
度
ま
で
は
現
行
ど
お
り
の
処
理
が
可

能
と
な
り
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る

事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
延
払
基
準
の
適
用
を
や
め
た

場
合
の
繰
延
割
賦
利
益
額
を
十
年
均
等
で
収
益
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
消
費
税
法
に
お
い
て
も
長
期
割
賦
販
売
等
の

延
払
基
準
に
よ
る
計
算
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
拡
大
促
進
税
制
の

改
組
が
行
わ
れ
、
賃
上
げ
及
び
人

材
投
資
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
に
対
す
る
当
該
税
制
措
置

が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡辺浩章 広報部長

◆ 練馬都税事務所からのお知らせ ◆

　東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取得を税制面から支援するため、都内
の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合に、法人事業税、個人事業税を減免しています。

中小企業者向け省エネ促進税制 ～法人事業税・個人事業税の減免～

減 免 額

減免手続

対象期間

対象設備

詳しくは主税局ホームページ内
「〈東京版〉環境減税について」を

ご覧ください

●中小企業者向け省エネ促進税制に関すること
 ・ 豊島都税事務所法人事業税第二班・個人事業税班 03-3981-1211（代表）
 ・ 主税局課税部法人課税指導課 （法人事業税班） 03-5388-2963
 ・ 主税局課税部課税指導課　　 （個人事業税班） 03-5388-2969
●地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器に関すること
 東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京） 03-5990-5091

詳しい案内やQ&Aも掲載しています。

対 象 者

【中小企業者向け省エネ促進税制の概要】

【お問い合わせ先】

次の要件を満たすもの
①特定地球温暖化対策事業所等以外の事業所において取得されたもの
　・特定地球温暖化対策事業所等とは、３年連続消費エネルギー量1,500kl以上の事業所をいいます。
②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産）で、環境局が導入推奨機器として
指定したもの＊ （指定された導入推奨機器は、環境局のホームページで公表しています。）

＊ 空調設備（エアコンディショナー、ガスヒートポンプ式冷暖房機）
＊ 照明設備（蛍光灯照明器具、ＬＥＤ照明器具、ＬＥＤ誘導灯器具）
＊ 小型ボイラー設備（小型ボイラー類）
＊ 再生可能エネルギー設備（太陽光発電システム、太陽熱利用システム）

設備の取得価額（上限2,000万円）の２分の１を、取得事業年度の法人事業税額又は取得年の所得に
対して翌年度に課税される個人事業税額から減免
ただし、当期事業税額の２分の１が限度
※減免しきれなかった額は、（法人）翌事業年度等、（個人）翌年度の事業税額から減免可

「地球温暖化対策報告書」等を提出した中小企業者
・資本金１億円以下の法人等、個人事業者が該当します。

（法人）平成３３年３月３０日までの間に終了する各事業年度に設備を取得し、事業の用に供した場合に適用
（個人）平成３２年１２月３１日までの間に設備を取得し、事業の用に供した場合に適用

減免を受けるためには、事業税の納期限（申告書の提出期限の延長承認を受けている法人の場合は、
その日）までに、減免申請書及び必要書類を提出してください。
なお、申請期限を過ぎますと減免を受けることができませんのでご注意ください。

検索主税局　環境減税

◆◆◆   行 事 案 内  ◆◆◆

◎
駅
前
清
掃

開
催
日	

平
成
三
十
年
九
月
八
日（
土
）

場　

所	

大
泉
学
園
駅
南
口

	

石
神
井
公
園
駅
北
口

	

上
石
神
井
駅
北
口

	

武
蔵
関
駅
南
口 

時　

間	

午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時                            

※
雨
天
の
場
合
九
月
十
五
日（
土
）で
す
。

◎
献
血
大
会
の
ご
案
内

開
催
日	

平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日（
金
）

場　

所	

練
馬
西
税
務
署　

駐
車
場 

時　

間	

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

　

献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

　「
花
の
小
鉢
」と

　「
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
」プ
レ
ゼ
ン
ト

※
同
時
に
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
ゴ
ル
フ
同
好
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

　

開
催
の
ご
案
内

開
催
日	

平
成
三
十
年
十
月
五
日（
金
）

場　

所	

美
里
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

※
な
お
、詳
細
は
同
封
の 

　
「
案
内
・
申
込
書
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

みなさま！
冬場の血液確保にご協力を！！

血液型はもちろん、血液中の肝臓・腎臓・
コレステロール他、400mlにご協力頂けま
した方には赤血球・白血球・血小板数など、
血液構造の検査結果も後日10日前後でご
自宅に親展でお送りします。
※献血基準は16歳〜 69歳までの方
※献血前には、医師、看護婦による血圧、問診、
血液比重の測定により、献血頂けるかお調べし
ます。
健康な皆様のご協力をお願いします。
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故事名言、東京商工会議所、
表紙の人

●
表
紙
の
人

 

　
染
色
工
房
ア
ト
リ
エ
翔	

山
路 

寛
子
さ
ん

Q
工
房
の
特
長
は

A
和
服
や
帯
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
か
ら
起
こ
し
て
、
友
禅
や

蝋
け
つ
な
ど
の
手
描
き
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
創
り
を
し
て

い
ま
す
。『
お
揃
い
で
』と
い
う
ご
要
望
が
な
い
限
り
は
決

し
て
同
じ
物
は
創
ら
ず
、
世
界
で
た
だ
一
点
の
絹
の
作
品

を
日
々
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
創
る
だ
け

で
は
な
く
、
お
手
入
れ
や
地
色
替
え
、
柄
の
色
直
し
な
ど

も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
毎
日
の
仕
事
の
中
で
感
じ
る
喜
び
や
楽
し
さ
は

A
ラ
フ
図
か
ら
始
め
て
段
階
を
経
て
約
一
ヶ
月
間
を
か
け

て
制
作
し
て
い
き
、
最
終
的
に
想
像
通
り
、
理
想
通
り
の

作
品
が
完
成
し
た
時
の
喜
び
は
、
な
か
な
か
簡
単
に
は
言

い
表
せ
ま
せ
ん
。

Q
着
物
へ
の
想
い

A
着
物
は『
着
る
絵
画
』と
も
言
わ
れ
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
の
多
く
の
染
め
物
は
、
画
家
に
近
い
技
術
を
持
っ

た
職
人
さ
ん
達
が
心
を
込
め
て
描
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

よ
く『
洋
服
は
捨
て
ら
れ
る
け
れ
ど
着
物
は
捨
て
ら
れ
な

い
』と
聞
く
の
は
、
そ
ん
な
着
物
の
D
N
A
か
ら
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
祖
母
が
着
て
い
た
着
物
を
受
け
継

ぎ
、
着
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Q
こ
の
職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
は

A
私
が
描
い
た
作
品
や
、
絵
柄
や
地
色
を
指
定
さ
れ
な
が

ら
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
作
品
が
実
際
に
完
成
し
、
そ
の
作

品
を
お
客
様
に
最
初
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
際
、
本
当
に
目

を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
り
、
ま
た
、
写
真
を
撮
っ

て
送
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
実
際
に
お
召
し
に
な
っ
て
訪
ね

て
き
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
い
っ
た
瞬

間
は
、
最
高
に
嬉
し
く
思
う
と
同
時

に
こ
の
仕
事
へ
の
手
応
え
、
喜
び
を

感
じ
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
作
品
の

質
を
追
い
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
意
味
】何
か
や
る
の
に
人
よ
り
先
に
手
を
打
て
ば
、
自
分
が

人
を
押
さ
え
て
イ
ニ
シ
チ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
手
に
ま
わ
れ
ば
相
手
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
先
手
を
取

る
と
い
う
こ
と
は
有
利
だ
と
い
う
こ
と
。

　

史
記
に
よ
る
と
、
秦し
ん

の
二
世
元
年
、
秦
の
暴
政
に
反
抗
し

て
蜂
起
し
た
陳
ち
ん
し
ょ
う勝・
呉ご
こ
う広
の
農
民
軍
は
、
途
中
次
第
に
勢
力

を
加
え
て
破
竹
の
勢
い
で
首
都
の
咸か
ん
よ
う陽
を
目
指
し
て
進
ん
で

い
た
。
江
東
の
会か
い
け
い稽
郡
の
郡
守
を
し
て
い
た
殷い
ん
と
う通
も
こ
れ
に

参
加
し
よ
う
と
し
、
有
力
者
の
項
こ
う
り
ょ
う梁
を
招
き「
こ
の
形
勢
で
は

も
は
や
秦
は
滅
び
る
運
命
に
あ
る
。
先
ん
ず
れ
ば
即
ち
人
を

制
し
、
後
る
れ
ば
即
ち
人
の
制
す
る
所
と
な
る
。（
人
よ
り
先

に
や
れ
ば
人
を
制
し
得
る
が
、
後
れ
れ
ば
自
然
に
人
に
制
せ

ら
れ
る
）と
い
う
。
つ
い
て
は
君
と
桓か
ん
そ楚
の
二
人
に
指
揮
を
任

せ
て
兵
を
挙
げ
た
い
が
ど
う
か
」と
相
談
し
た
。
す
る
と
項
梁

は「
桓
楚
は
今
逃
亡
中
で
す
が
、
甥
の
項こ
う
う羽
は
行
先
を
知
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
ら
」と
言
っ
て
室
の
外
に
出
て
、
項
羽
と
打

合
せ
て
か
ら
戻
り
、「
項
羽
に
桓
楚
を
連
れ
戻
す
よ
う
命
じ
て

欲
し
い
」と
言
っ
た
。
項
梁
が
項
羽
を
呼
び
入
れ
る
と
、
頃
合

い
を
見
て
、
項
羽
は
突
然
剣
を
抜
き
殷
通
の
首
を
切
り
落
と

し
た
。
か
く
て
項
梁
は
自
ら
会
稽
郡
守
と
な
り
殷
通
の
精
兵

を
ご
っ
そ
り
手
に
入
れ
て
挙
兵
し
た
。

　

今
の
日
本
で
は
、
戦
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
中
々
理
解
さ

れ
に
く
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
は「
機
先
を
制
す
」と
い
う
言

葉
も
あ
れ
ば
、
横
綱
相
撲
の
よ
う
に「
受
け
て
立
つ
」と
い
う

こ
と
も
あ
る
。

　

日
本
経
済
で
は
創
業
者
の
理
念
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

考
え
る
と
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
氏
、
楽
天
の
三
木
谷

氏
、
誰
よ
り
も
先
駆
け
て
走
り
続
け
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
の
創
業
者
で
あ
る
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
の
言
葉
に
面
白
い
も

の
が
あ
っ
た
。「
自
分
の
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
、
少
な
く
と
も

一
回
は
笑
わ
れ
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
独
創
的
な
発
想
を
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
」。
人
と
違
っ
た
発
想
力
が
、
先
ん
ず

れ
ば
人
を
制
す
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
？
中
国

の
古
典
の
裏
切
り
の
よ
う
な
発
想
で
は
な
く
、
い
い
も
の
を

提
供
す
る
に
は
、「
不
便
」を「
便
利
」に
と
い
う
考
え
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。	

広
報
委
員
長 

荒
井
秋
海

【
　
先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す
　
】

故
事
名
言

（平成 30 年 7 月 11日現在）

法律相談 毎月第1金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階 区民・産業プラザ内  電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員 20 名以下
　（商業・サービス業 5 名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額  2,000万円 利率 1.11％
返 済 期 間  運転資金  7年以内
　　　　 　 設備資金10年以内

窓口
専門相談

相談
無料


